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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第５区分
【発行日】平成20年10月2日(2008.10.2)

【公表番号】特表2008-511764(P2008-511764A)
【公表日】平成20年4月17日(2008.4.17)
【年通号数】公開・登録公報2008-015
【出願番号】特願2007-528838(P2007-528838)
【国際特許分類】
   Ｄ０６Ｐ   3/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  47/26     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  56/14     (2006.01)
   Ｃ１１Ｄ   3/40     (2006.01)
   Ｄ０６Ｍ  11/59     (2006.01)
   Ｄ０６Ｍ  13/332    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｄ０６Ｐ   3/04    　　　Ｂ
   Ｃ０９Ｂ  47/26    　　　　
   Ｃ０９Ｂ  56/14    　　　　
   Ｃ１１Ｄ   3/40    　　　　
   Ｄ０６Ｍ  11/59    　　　　
   Ｄ０６Ｍ  13/332   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月12日(2008.8.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも１種の染料が共有結合によって結合しているところの少なくとも１種のＺｎ－
、Ｃａ－、Ｍｇ－、Ｎａ－、Ｋ－、Ａｌ－、Ｓｉ－、Ｔｉ－、Ｇｅ－、Ｇａ－、Ｚｒ－、
Ｉｎ－又はＳｎ－フタロシアニンを含む組成物で布地繊維材料を処理することを特徴とす
る布地繊維材料のためのシェーディング方法。
【請求項２】
前記布地を、少なくとも１種の式（１ａ）で表される化合物及び／又は式（１ａ）で表さ
れる化合物を含む組成物で処理するところの請求項１記載のシェーディング方法。
【化１】

［式中、ＰＣは、フタロシアニン環系を表し、
Ｍｅは、Ｚｎ；Ｃａ；Ｍｇ；Ｎａ；Ｋ；Ａｌ－Ｚ1；Ｓｉ（ＩＶ）－（Ｚ1）2；Ｔｉ（Ｉ
Ｖ）－（Ｚ1）2；Ｇｅ（ＩＶ）－（Ｚ1）2；Ｇａ（ＩＩＩ）－Ｚ1；Ｚｒ（ＩＶ）－（Ｚ1
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）2；Ｉｎ（ＩＩＩ）－Ｚ1又はＳｎ（ＩＶ）－（Ｚ1）2を表し、
Ｚ1は、アルカノレートイオン；ヒドロキシルイオン；Ｒ0ＣＯＯ-；ＣｌＯ4

-；ＢＦ4
-；

ＰＦ6
-；Ｒ0ＳＯ3

-；ＳＯ4
2-；ＮＯ3

-；Ｆ-；Ｃｌ-；Ｂｒ-；Ｉ-；シトレートイオン；タ
ルトレートイオン又はオキサレートイオン（ここで、Ｒ0は、水素原子；又は未置換の炭
素原子数１ないし１８のアルキル基；又はヒドロキシル基、シアノ基、カルボキシル基、
－ＳＯ3Ｈ，－ＮＨ2、カルボ－炭素原子数１ないし６のアルコキシ基、炭素原子数１ない
し６のアルコキシ基、フェニル基、ナフチル基及びピリジル基からなる群から選ばれた少
なくとも１個の置換基によって置換された炭素原子数１ないし１８のアルキル基；未置換
のアリール基又はヒドロキシ基、シアノ基、カルボキシル基、ＳＯ3Ｈ，－ＮＨ2、カルボ
－炭素原子数１ないし６のアルコキシ基、炭素原子数１ないし６のアルコキシ基及び炭素
原子数１ないし４のアルキル基からなる群から選ばれた少なくとも１個の置換基によって
置換されたアリール基を表す。）を表し、
ｒは、０；１；２；３又は４を表し、
ｒ’は、１；２；３又は４を表し、
各々のＱ1は、各々互いに独立して、スルホ基又はカルボキシル基又は式
－ＳＯ2Ｘ2－Ｒ1－Ｘ3

+；－Ｏ－Ｒ1－Ｘ3
+又は－（ＣＨ2）t－Ｙ1

+

［式中、Ｒ1は枝分かれした又は枝分かれしてない炭素原子数１ないし８のアルキレン基
；１，３－フェニレン基又は１，４－フェニレン基を表し、
Ｘ2は、－ＮＨ－又は－Ｎ（炭素原子数１ないし５のアルキル）－を表し、
Ｘ3

+は、式
【化２】

で表される基、
又は、Ｒ1＝炭素原子数１ないし８のアルキレン基である場合、また式
【化３】

で表される基を表し、
Ｙ1

+は、式
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【化４】

で表される基を表し、
ｔは、０又は１を表し、
（上記式中、
Ｒ2及びＲ3は、互いに独立して、炭素原子数１ないし６のアルキル基を表し、
Ｒ4は、炭素原子数１ないし６のアルキル基；炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基
又はＮＲ7Ｒ8を表し、
Ｒ5及びＲ6は、互いに独立して、炭素原子数１ないし５のアルキル基を表し、
Ｒ7及びＲ8は、互いに独立して、水素原子又は炭素原子数１ないし５のアルキル基を表し
、
Ｒ9及びＲ10は、互いに独立して、未置換の炭素原子数１ないし６のアルキル基又はヒド
ロキシル基、シアノ基、カルボキシル基、－ＳＯ3Ｈ、－ＮＨ2、カルボ－炭素原子数１な
いし６のアルコキシ基、炭素原子数１ないし６のアルコキシ基、フェニル基、ナフチル基
及びピリジル基からなる群から選ばれた少なくとも１個の置換基によって置換された炭素
原子数１ないし６のアルキル基を表し、
ｕは、１ないし６を表し、
Ａ1は、適切ならば環員として１個又は２個の更なる窒素原子も含有し得る芳香族５－な
いし７－員環窒素複素環を完成する単位を表し、
Ｂ1は、適切ならば環員として１個又は２個の窒素原子、酸素原子及び／又は硫黄原子も
含有し得る飽和５－ないし７－員環窒素複素環を完成する単位を表す。）］で表される基
を表し、
各々のＱ’は、各々互いに独立して、式－Ｌ－Ｄ（式中、Ｌは直接結合又は架橋基を表し
、及びＤは染料の基を表す。）で表される部分を表し、
各々のＱ2は、各々互いに独立して、ヒドロキシル基；炭素原子数１ないし２２のアルキ
ル基；枝分かれした炭素原子数３ないし２２のアルキル基；炭素原子数２ないし２２のア
ルケニル基；枝分かれした炭素原子数３ないし２２のアルケニル基及びそれらの混合物；
炭素原子数１ないし２２のアルコキシ基；スルホ基又はカルボキシル基；式
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【化５】

で表される基；式
【化６】

で表される枝分かれしたアルコキシ基；式－（Ｔ1）d－（ＣＨ2）b（ＯＣＨ2ＣＨ2）a－
Ｂ3で表されるアルキルエチレンオキシ単位又は式ＣＯＯＲ18で表されるエステル基を表
し、
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ここで、Ｂ2は、水素原子；ヒドロキシル基；炭素原子数１ないし３０のアルキル基；炭
素原子数１ないし３０のアルコキシ基；－ＣＯ2Ｈ；－ＣＨ2ＣＯＯＨ；
－ＳＯ3

-Ｍ1；－ＯＳＯ3
-Ｍ1；－ＰＯ3

2-Ｍ1；－ＯＰＯ3
2-Ｍ1；及びそれらの混合物を表

し、
Ｂ3は、水素原子；ヒドロキシル基：－ＣＯＯＨ；－ＳＯ3

-Ｍ1；－ＯＳＯ3
-Ｍ1又は炭素

原子数１ないし６のアルコキシ基を表し、
Ｍ1は、水溶性カチオンを表し、
Ｔ1は、－Ｏ－又は－ＮＨ－を表し、
Ｘ1及びＸ4は、互いに独立して、－Ｏ－；－ＮＨ－又は－Ｎ（炭素原子数１ないし５のア
ルキル）－を表し、
Ｒ11及びＲ12は、互いに独立して、水素原子；スルホ基及びその塩；カルボキシル基及び
その塩又はヒドロキシル基を表し；基Ｒ11及びＲ12のうち少なくとも１つがスルホ基もし
くはカルボキシル基又はその塩であり、
Ｙ2は、－Ｏ－；－Ｓ－；－ＮＨ－又は－Ｎ（炭素原子数１ないし５のアルキル基）－を
表し、
Ｒ13及びＲ14は、互いに独立して、水素原子；炭素原子数１ないし６のアルキル基；ヒド
ロキシ－炭素原子数１ないし６のアルキル基；シアノ－炭素原子数１ないし６のアルキル
基；スルホ－炭素原子数１ないし６のアルキル基；カルボキシ基又はハロ－炭素原子数１
ないし６のアルキル基；未置換のフェニル基又はハロゲン原子、炭素原子数１ないし４の
アルキル基、炭素原子数１ないし４のアルコキシ基、スルホ基からなる群から選ばれた少
なくとも１個の置換基によって又はカルボキシ基によって置換されたフェニル基を表し；
又はＲ18及びＲ19は、それらが結合する窒素原子と一緒になって、加えて環員として更な
る窒素原子又は酸素原子を含有し得る飽和５－又は６－員複素環を形成し、
Ｒ15及びＲ16は、互いに独立して、炭素原子数１ないし６のアルキル基、又はアリール－
炭素原子数１ないし６のアルキル基を表し、
Ｒ17は、水素原子；未置換の炭素原子数１ないし６のアルキル基又はハロゲン原子、ヒド
ロキシル基、シアノ基、ＳＯ3Ｈ、－ＮＨ2、フェニル基、カルボキシル基、カルボ－炭素
原子数１ないし６のアルコキシ基及び炭素原子数１ないし６のアルコキシ基からなる群か
ら選ばれた少なくとも１個の置換基によって置換された炭素原子数１ないし６のアルキル
基を表し、
Ｒ18は、炭素原子数１ないし２２のアルキル基；枝分かれした炭素原子数３ないし２２の
アルキル基；炭素原子数１ないし２２のアルケニル基又は枝分かれした炭素原子数３ない
し２２のアルケニル基；炭素原子数３ないし２２のグリコール基；炭素原子数１ないし２
２のアルコキシ基；枝分かれした炭素原子数３ないし２２のアルコキシ基；及びそれらの
混合物を表し、
Ｍは、水素原子；又はアルカリ金属イオン又はアンモニウムイオンを表し、
Ｚ2は、アルカノレートイオン；ヒドロキシルイオン；Ｒ0ＣＯＯ-；ＣｌＯ4

-；　ＢＦ4
-

；ＰＦ6
-；Ｒ0ＳＯ3

-；ＳＯ4
2-；ＮＯ3

-；Ｆ-；Ｃｌ-；Ｂｒ-；Ｉ-；シトレートイオン；
タルトレートイオン又はオキサレートイオンを表し（ここで、Ｒ0は水素原子；又は未置
換の炭素原子数１ないし１８のアルキル基；又はヒドロキシル基、シアノ基、カルボキシ
ル基、ＳＯ3Ｈ、－ＮＨ2、カルボ－炭素原子数１ないし６のアルコキシ基、炭素原子数１
ないし６のアルコキシ基、フェニル基、ナフチル基及びピリジル基からなる群から選ばれ
た少なくとも１個の置換基によって置換された炭素原子数１ないし１８のアルキル基；未
置換のアリール基又はヒドロキシル基、シアノ基、カルボキシル基、ＳＯ3Ｈ、－ＮＨ2、
カルボ－炭素原子数１ないし６のアルコキシ基、炭素原子数１ないし６のアルコキシ基及
び炭素原子数１ないし４のアルキル基からなる群から選ばれた少なくとも１個の置換基に
よって置換されたアリール基を表す。）、
ａは、０又は１を表し、
ｂは、０ないし６を表し、
ｃは、０ないし１００を表し、
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ｄは、０又は１を表し、
ｅは、０ないし２２を表し、
ｖは、２ないし１２の整数を表し、
ｗは、０又は１を表し、及び
Ａ-は、有機又は無機アニオンを表し、及び
ｓは、一価のアニオンＡ-の場合、ｒと等しく、及び多価アニオンの場合、ｒ以下であり
、Ａs

-は正の電荷を補う必要があり；ｒ≠１の場合、基
Ｑ1は同一又は異なり得、
及びフタロシアニン環系は更なる可溶化基をも含み得る。］
【請求項３】
少なくとも１種の請求項２に記載の式（１ａ）で表される化合物及び／又は式（１ｂ）で
表される化合物を含むシェーディング組成物（Ａ）。
【請求項４】
粒質物の形態にある請求項３記載のシェーディング組成物であって、
ａ）該粒質物の総質量に基づき、２ないし７５質量％の請求項３に定義された少なくとも
１種のシェーディング組成物（Ａ）及び／又は（Ａ’’）、
ｂ）該粒質物の総質量に基づき、１０ないし９５質量％の少なくとも１種の更なる添加物
、及び
ｃ）該粒質物の総質量に基づき、０ないし１５質量％の水
を含む組成物。
【請求項５】
液体形態にある請求項３に記載のシェーディング組成物であって、
（ａ）該液体配合物の総質量に基づき、０．０１ないし９５質量％、好ましくは１ないし
８０質量％、より好ましくは５ないし７０質量の請求項３に定義された少なくとも１種の
シェーディング組成物（Ａ）及び／又は（Ａ’’）、
（ｂ）該液体配合物の総質量に基づき、５ないし９９．９９質量％、好ましくは２０ない
し９９質量％、より好ましくは３０ないし９５質量％の少なくとも１種の有機溶媒、及び
（ｃ）該液体配合物の総質量に基づき、０ないし１０質量％、好ましくは０ないし５質量
％、より好ましくは０ないし２質量％の少なくとも１種の更なる添加剤
を含む組成物。
【請求項６】
洗浄用配合物（ＷＡＦ）であって、
Ｉ）該洗浄用配合物の総質量に基づき、５ないし７０質量％の、Ａ）少なくとも１種のア
ニオン性界面活性剤及び／又はＢ）少なくとも１種の非イオン性界面活性剤、
ＩＩ）該洗浄用配合物の総質量に基づき、５ないし６０質量％の、Ｃ）少なくとも１種の
ビルダー物質、
ＩＩＩ）該洗浄用配合物の総質量に基づき、０ないし３０質量％の、Ｄ）少なくとも１種
の過酸化物及び、所望により少なくとも１種の活性化剤及び／又は少なくとも１種の触媒
、
ＩＶ）該洗浄用配合物の総質量に基づき、０．００１ないし１質量％の、Ｅ）請求項４に
おいて定義される粒質物、
Ｖ）該洗浄用配合物の総質量に基づき、０ないし６０質量％の、Ｆ）少なくとも１種の更
なる添加剤、及び
ＶＩ）該洗浄用配合物の総質量に基づき、０ないし５質量％の、Ｇ）水
を含む洗浄用配合物。
【請求項７】
織物柔軟剤配合物（ＦＳＦ）であって、
（ａ）請求項３に記載の少なくとも１種のシェーディング組成物（Ａ）及び／又は（Ａ’
’）、及び
（ｂ）少なくとも１種の織物柔軟剤
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を含む織物柔軟剤配合物。
【請求項８】
少なくとも１種の染料が、共有結合によって結合されているＺｎ－、Ｃａ－、Ｍｇ－、Ｎ
ａ－、Ｋ－、Ａｌ－、Ｓｉ－、Ｔｉ－、Ｇｅ－、Ｇａ－、Ｚｒ－、Ｉｎ－又はＳｎ－フタ
ロシアニン化合物。
【請求項９】
下記の式（１ａ）で表される化合物及び／又は式（１ｂ）で表される化合物である請求項
８記載の化合物。
【化７】

［式中、ＰＣは、フタロシアニン環系を表し、
Ｍｅは、Ｚｎ；Ｃａ；Ｍｇ；Ｎａ；Ｋ；Ａｌ－Ｚ1；Ｓｉ（ＩＶ）－（Ｚ1）2；Ｔｉ（Ｉ
Ｖ）－（Ｚ1）2；Ｇｅ（ＩＶ）－（Ｚ1）2；Ｇａ（ＩＩＩ）－Ｚ1；Ｚｒ（ＩＶ）－（Ｚ1

）2；Ｉｎ（ＩＩＩ）－Ｚ1又はＳｎ（ＩＶ）－（Ｚ1）2］を表し、
Ｚ1は、アルカノレートイオン；ヒドロキシルイオン；Ｒ0ＣＯＯ-；ＣｌＯ4

-；ＢＦ4
-；

ＰＦ6
-；Ｒ0ＳＯ3

-；ＳＯ4
2-；ＮＯ3

-；Ｆ-；Ｃｌ-；Ｂｒ-；Ｉ-；シトレートイオン；タ
ルトレートイオン又はオキサレートイオン（ここで、Ｒ0は、水素原子；又は未置換の炭
素原子数１ないし１８のアルキル基；又はヒドロキシル基、シアノ基、カルボキシル基、
－ＳＯ3Ｈ，－ＮＨ2、カルボ－炭素原子数１ないし６のアルコキシ基、炭素原子数１ない
し６のアルコキシ基、フェニル基、ナフチル基及びピリジル基からなる群から選ばれた少
なくとも１個の置換基によって置換された炭素原子数１ないし１８のアルキル基；未置換
のアリール基又はヒドロキシ基、シアノ基、カルボキシル基、－ＳＯ3Ｈ，－ＮＨ2、カル
ボ－炭素原子数１ないし６のアルコキシ基、炭素原子数１ないし６のアルコキシ基及び炭
素原子数１ないし４のアルキル基からなる群から選ばれた少なくとも１個の置換基によっ
て置換されたアリール基を表す。）を表し、
ｒは、０；１；２；３又は４を表し、
ｒ’は、１；２；３又は４を表し、
各々のＱ1は、各々互いに独立して、スルホ基又はカルボキシル基又は式
－ＳＯ2Ｘ2－Ｒ1－Ｘ3

+；－Ｏ－Ｒ1－Ｘ3
+又は－（ＣＨ2）t－Ｙ1

+

［式中、Ｒ1は、枝分かれした又は枝分かれしてない炭素原子数１ないし８のアルキレン
基；１，３－フェニレン基又は１，４－フェニレン基を表し、
Ｘ2は、－ＮＨ－又は－Ｎ（炭素原子数１ないし５のアルキル）－を表し、
Ｘ3

+は、式
【化８】

で表される基、
又は、Ｒ1＝炭素原子数１ないし８のアルキレン基である場合、また式
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【化９】

で表される基を表し、
Ｙ1

+は、式
【化１０】

で表される基を表し、
ｔは、０又は１を表し、
上記式中、
Ｒ2及びＲ3は、互いに独立して、炭素原子数１ないし６のアルキル基を表し、
Ｒ4は、炭素原子数１ないし６のアルキル基；炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基
又はＮＲ7Ｒ8を表し、
Ｒ5及びＲ6は、互いに独立して、炭素原子数１ないし５のアルキル基を表し、
Ｒ7及びＲ8は、互いに独立して、水素原子又は炭素原子数１ないし５のアルキル基を表し
、
Ｒ9及びＲ10は、互いに独立して、未置換の炭素原子数１ないし６のアルキル基又はヒド
ロキシル基、シアノ基、カルボキシル基、－ＳＯ3Ｈ、－ＮＨ2、カルボ－炭素原子数１な
いし６のアルコキシ基、炭素原子数１ないし６のアルコキシ基、フェニル基、ナフチル基
及びピリジル基からなる群から選ばれた少なくとも１個の置換基によって置換された炭素
原子数１ないし６のアルキル基を表し、
ｕは、１ないし６を表し、
Ａ1は、適切ならば環員として１個又は２個の更なる窒素原子も含有し得る芳香族５－な
いし７－員環窒素複素環を完成する単位を表し、
Ｂ1は、適切ならば環員として１個又は２個の窒素原子、酸素原子及び／又は硫黄原子も
含有し得る飽和５－ないし７－員環窒素複素環を完成する単位を表す。］で表される基を
表し、
各々のＱ’は、各々互いに独立して、式－Ｌ－Ｄ（式中、Ｌは直接結合又は架橋基を表し
、及びＤは染料の基を表す。）で表される部分を表し、
各々のＱ2は、各々互いに独立して、ヒドロキシル基；炭素原子数１ないし２２のアルキ
ル基；枝分かれした炭素原子数３ないし２２のアルキル基；炭素原子数２ないし２２のア
ルケニル基；枝分かれした炭素原子数３ないし２２のアルケニル基及びそれらの混合物；
炭素原子数１ないし２２のアルコキシ基；スルホ基又はカルボキシル基；式
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【化１１】

で表される基；式
【化１２】

で表される枝分かれしたアルコキシ基；式－（Ｔ1）d－（ＣＨ2）b（ＯＣＨ2ＣＨ2）a－
Ｂ3で表されるアルキルエチレンオキシ単位又は式ＣＯＯＲ18で表されるエステル基を表
し、
ここで、Ｂ2は、水素原子；ヒドロキシル基；炭素原子数１ないし３０のアルキル基；炭
素原子数１ないし３０のアルコキシ基；－ＣＯ2Ｈ；－ＣＨ2ＣＯＯＨ；
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－ＳＯ3
-Ｍ1；－ＯＳＯ3

-Ｍ1；－ＰＯ3
2-Ｍ1；－ＯＰＯ3

2-Ｍ1；及びそれらの混合物を表
し、
Ｂ3は、水素原子；ヒドロキシル基：－ＣＯＯＨ；－ＳＯ3

-Ｍ1；－ＯＳＯ3
-Ｍ1又は炭素

原子数１ないし６のアルコキシ基を表し、
Ｍ1は、水溶性カチオンを表し、
Ｔ1は、－Ｏ－又は－ＮＨ－を表し、
Ｘ1及びＸ4は、互いに独立して、－Ｏ－；－ＮＨ－又は－Ｎ（炭素原子数１ないし５のア
ルキル）－を表し、
Ｒ11及びＲ12は、互いに独立して、水素原子；スルホ基及びその塩；カルボキシル基及び
その塩又はヒドロキシル基を表し；基Ｒ11及びＲ12のうち少なくとも１つがスルホ基もし
くはカルボキシル基又はその塩であり、
Ｙ2は、－Ｏ－；－Ｓ－；－ＮＨ－又は－Ｎ（炭素原子数１ないし５のアルキル）－を表
し、
Ｒ13及びＲ14は、互いに独立して、水素原子；炭素原子数１ないし６のアルキル基；ヒド
ロキシ－炭素原子数１ないし６のアルキル基；シアノ－炭素原子数１ないし６のアルキル
基；スルホ－炭素原子数１ないし６のアルキル基；カルボキシ基又はハロ－炭素原子数１
ないし６のアルキル基；未置換のフェニル基又はハロゲン原子、炭素原子数１ないし４の
アルキル基、炭素原子数１ないし４のアルコキシ基、スルホ基からなる群から選ばれた少
なくとも１個の置換基によって又はカルボキシ基によって置換されたフェニル基を表し；
又はＲ18及びＲ19は、それらが結合する窒素原子と一緒になって、加えて環員として更な
る窒素原子又は酸素原子を含有し得る飽和５－又は６－員複素環を形成し、
Ｒ15及びＲ16は、互いに独立して、炭素原子数１ないし６のアルキル基、又はアリール－
炭素原子数１ないし６のアルキル基を表し、
Ｒ17は、水素原子；未置換の炭素原子数１ないし６のアルキル基又はハロゲン原子、ヒド
ロキシル基、シアノ基、ＳＯ3Ｈ、－ＮＨ2、フェニル基、カルボキシル基、カルボ－炭素
原子数１ないし６のアルコキシ基及び炭素原子数１ないし６のアルコキシ基からなる群か
ら選ばれた少なくとも１個の置換基によって置換された炭素原子数１ないし６のアルキル
基を表し、
Ｒ18は、炭素原子数１ないし２２のアルキル基；枝分かれした炭素原子数３ないし２２の
アルキル基；炭素原子数１ないし２２のアルケニル基又は枝分かれした炭素原子数３ない
し２２のアルケニル基；炭素原子数３ないし２２のグリコール基；炭素原子数１ないし２
２のアルコキシ基；枝分かれした炭素原子数３ないし２２のアルコキシ基；及びそれらの
混合物を表し、
Ｍは、水素原子；又はアルカリ金属イオン又はアンモニウムイオンを表し、
Ｚ2は、アルカノレートイオン；ヒドロキシルイオン；Ｒ0ＣＯＯ-；ＣｌＯ4

-；　ＢＦ4
-

；ＰＦ6
-；Ｒ0ＳＯ3

-；ＳＯ4
2-；ＮＯ3

-；Ｆ-；Ｃｌ-；Ｂｒ-；Ｉ-；シトレートイオン；
タルトレートイオン又はオキサレートイオンを表し（ここで、Ｒ0は水素原子；又は未置
換の炭素原子数１ないし１８のアルキル基；又はヒドロキシル基、シアノ基、カルボキシ
ル基、ＳＯ3Ｈ、－ＮＨ2、カルボ－炭素原子数１ないし６のアルコキシ基、炭素原子数１
ないし６のアルコキシ基、フェニル基、ナフチル基及びピリジル基からなる群から選ばれ
た少なくとも１個の置換基によって置換された炭素原子数１ないし１８のアルキル基；未
置換のアリール基又はヒドロキシル基、シアノ基、カルボキシル基、ＳＯ3Ｈ、－ＮＨ2、
カルボ－炭素原子数１ないし６のアルコキシ基、炭素原子数１ないし６のアルコキシ基及
び炭素原子数１ないし４のアルキル基からなる群から選ばれた少なくとも１個の置換基に
よって置換されたアリール基を表す。）、
ａは、０又は１を表し、
ｂは、０ないし６を表し、
ｃは、０ないし１００を表し、
ｄは、０又は１を表し、
ｅは、０ないし２２を表し、
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ｖは、２ないし１２の整数を表し、
ｗは、０又は１を表し、及び
Ａ-は、有機又は無機アニオンを表し、及び
ｓは、一価のアニオンＡ-の場合、ｒと等しく、及び多価アニオンの場合、ｒ以下であり
、Ａs

-は正の電荷を補う必要があり；ｒ≠１の場合、基Ｑ1は同一又は異なり、
及びフタロシアニン環系は更なる可溶化基をも含み得る。］。
                                                                                


	header
	written-amendment

